
国土交通省自動車交通局プレスリリース

平成１５年３月６日

少数台数のリコール届出の公表について （平成１５年２月分）

リコール対象が少数である１００台未満の届出について、平成１５年２月は下記のとおり５件の届

出がありましたので、公表します。

１．届出者：日本ボルボ株式会社

届出月日 届出 車名、型式、通称名等 対象 輸 入 期 間

番号 台数

２月７日 外－９ 車 名：ボルボ ７３ 平成１４年４月２４日～

９７ 型 式：不明 平成１４年８月１日

通称名：ボルボＦＨ１２等

不具合の部位等 走行装置において、前輪ホイール・ハブのセンター・キャップの形状が不適切

なものがあるため、走行中の振動等で当該キャップが緩むことがあり、そのま

まの状態で使用を続けると、当該キャップが脱落して他の交通の安全を妨げる

おそれがある。

２．届出者：株式会社 小松製作所

届出月日 届出 車名、型式、通称名等 対象 製 作 期 間

番号 台数

２月１３日 ９２３ 車 名：コマツ ２９ 平成１３年５月１１日～

型 式：Ｗ０９７等 平成１４年１１月１７日

通称名：ＷＡ３８０－５等

不具合の部位等 灯火装置において、制動灯用電気回路のリレーの接点の通電抵抗容量の設定が

不適切なため、制動操作の繰り返しにより接点の表面が荒れ、接点が引っ掛か

りまたは固着して、制動灯が点灯したままとなるおそれがある。

３．届出者：株式会社 小松製作所

届出月日 届出 車名、型式、通称名等 対象 製 作 期 間

番号 台数

２月１３日 ９２４ 車 名：コマツ ２４ 平成１４年１１月１８日～

型 式：ＷＥ３０５Ｅ等 平成１４年１２月６日

通称名：ＷＡ３０－５等

不具合の部位等 動力伝達装置において、ベベルピニオンとプロペラシャフト取付用ヨークとを

連結するためのボルトのネジ部の加工方法が不適切なため、ネジ山高さが不足

し、プロペラシャフトの引っ張り力に耐えきれずボルトが抜け出し、最悪の場



合、ヨーク及びプロペラシャフトが脱落するおそれがある。

４．届出者：ニコルレーシングジャパン株式会社

届出月日 届出 車名、型式、通称名等 対象 輸 入 期 間

番号 台数

２月２１日 外－１ 車 名：ＢＭＷアルピナ ４ 平成１４年８月８日～

００１ 型 式：ＧＨ－ＧＦ５１ 平成１４年１２月１２日

通称名：アルピナロードスターＶ

８

不具合の部位等 行装置において、ホイールボルトの形状および締め付け方法が不適切なた走

め、当該ボルト脱着の繰り返しにより、ホイールに締め付け跡がつき、最悪の

場合、締め付けトルクが低下して当該ボルトが緩むおそれがある。

５．届出者：ドゥカテイジャパン株式会社

届出月日 届出 車名、型式、通称名等 対象 輸 入 期 間

番号 台数

２月２７日 外－１ 車 名：ドゥカテイ ７４ 平成１４年７月１５日～

００２ 型 式：ＺＤＭＨ４００ＡＡ２Ｂ 平成１５年１月１４日

通称名：９９９

不具合の部位等 車体において、後部反射器、番号灯および番号標板を取り付けているナンバー

プレートホルダーブラケットの強度が不足しているため、そのままの状態で使

用を続けると、走行時の車両振動により当該ブラケットに亀裂が発生し、最悪

の場合、ブラケットが破損して後部反射器、番号灯および番号標板が脱落する

おそれがある。

〔参考〕

平成１５年２月 内 訳

のリコール届出

総件数 対象台数１ 対象台数１

００台以上 ００台未満

国産車 ８件 ６件 ２件

輸入車 ８ ５件 ３件

件

計 １６件 １１件 ５件



問い（

合わせ先）

国土交通省自動車交通局技術安全部審査課

リコール対策室 森田、広瀬

電話 ０３－５２５３－８１１１（代表）（内

線４２３５２・４２３５３）

０３－５２５３－８５９７（直通）


